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の強い余震が起ζっている.この地震直後から各地

の被害がつぎつぎと判り太平洋沿岸地域において建

造物の倒壊道路橋梁の破損地割れ地盤沈下港

湾施設の破壊および津波による被害状況も判明してき

た.北海道における大慧な被害の例としては鉄筋違

階建ての校舎の1階赫押しつぷ書れて3階建て&なった

函館大学(写真纂)鉄柱や材木匁ど没落下し作業員10

数名が重軽傷を負った富士鉄室蘭製鉄所陥没や線路の

曲りで一時金蔵ストップし花園鉄岸壁が陥没や地割れ

で鍵踊不能お抵り着岸できず港外停船と溶りた祷函連絡

船放どがありこのほかぽも家屋の倒壊な濠で痛蜜篶

い欝散が発生し淀.地質調査所北海道支所縫繊添も

蝸8年十勝沖地震発生後直ち紀地質学並⑳繭壷墾体お

する調査おぷぴ資料収集を開始した.調餐は旗潟途並

ぽあ肋童ζこ紀予察報告を行溶うもの湾灘篇､

2.地震の概要

5月16目午前9時47分に起きた!968年十勝沖地震の震

北海道支漸の環地派麗班員は次のようで鋤議

イ苫小敏疑沼方繭

班員大嶋靭雄倒筥鵬葛禺丞爽合鍵弘次

唄十勝目寓方繭

班員対篤坤六山口昇一大嶋翻灘樹瀬渥

海溝が走っており蝸8年十勝沖地震はこの海溝地震

⑱熱型的滋例芯澄鳶白地嬢麗源分布をみ篇を海溝のう

も芯も隻く熔数勲所終灘壷な篶ており平島弧お漆州

弧淡交蓬衣る中勝沖恋登⑳夏つを尚め科喝､一一般

隠海溝地驚は察然趨蕊簑規模愁犬猷沌の淡多く淳

グ漢誘鰍一闘以螢熔愁溶繍婁雅麗⑳蕩坐の余震は縞

模然感激繕滅抄淡鳶煩陶塾溝篶てい篭,冷汰反しで

陵地懇は環然滋繁燃一脚.菖蜜趨菟るものは少稼く杉

ば篶ぽ灘発性地震淡趨慈馨ヨ松代地霧畿蒐びの地霧は

慧れ熔相当拶震源1説O嚇蝋芥鎧機く至濁夏鋤⑳縄模

も小窓笑松代地麗湾滋沫班第一を金部禽杓せても中勝

紳地霧嫡O分⑳五位&蛎批郁喝岨

策至讃
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道内では最近の大地震としては昭和27年3月畑に

発生した十勝沖地震でマグニチュｰド8.2という大規

模のものがあったこの時の被害は死者28人負傷

者287人家屋令嬢8王δ戸津波による浸水1､棚戸にお

に津波秘小窓かったことや入口密度秘小窓いことも

関連して大書な被害を受ける可能性のある軟弱地盤上

には比較駒嬢造物が少ないζをが海げられている昔

忍の地霧紀関連して警属

欝震讃鰯翻滋綿裁後

遺内の潮の雫満は釧路

顯滋肉め潟怒躯飽鰯

で干潮時午前n時5分沸潮時午後7時δ五分国館では

干潮時午後0時10分満潮時午後?時14分であり最初

の地震の津波第1波は地驚後追O分から!時間の間に太

平洋岸におしよせたが干潮であり津波の規模は2m

に達したが影響が少なかった.余麗では津波の規模は

1m前後で最小隈の被害で止蜜った(写真3)古

参考までに昭和22年以後道内で起きた地震のおもな

ものは第星表のとおりである(篤2表).今回の地震

では太平洋側の地域がとくに被害が大きく地質の面

からも後述するように地割れ山くずれ地盤沈下

噴砂現象など赫多く見受けられた.しかしこれらの

現象は強震地域内でもその地盤に支配されほとん

ど起きなかった地域もある｡

一般紀泥炭地盤堂地および滋地帯匁む紀捌ナる

麓造物の被害淡大蓄くご妻批兇して砂地段猛洪

積批以前の整盛土熔あ審ものの被欝淡滋く明肋耽地

質的案件熔羅響慈れる繭動淡巷い慧鋤婁判明じ淀(写真

遜垂餐)苗

鴛白災欝濠鈍鷺築僚あ鰯鰯係はついて

地麗災害あ地盤⑳地質柴倖鎧の関係悠幼㌔ては篭れ

嚢恐幾多の地簾災霧⑳経験緕果秘らその間熔擦擦溶関

係のあること添指摘されてきた｡とく紀新潟地震調

査の結果から平野部紀淑柏被害域⑳地盤ρ地質条倫

詮じで凍積地鷲務顯ても次の藪つの榮件赫海げられて

いる､

1隻)禽窮地下水繭か地下浅所紀あ蕃ごと

(婁)閥隙水彩溝淀慈れ撮動登努蒐嶺患揃動状態墨な鶯で支
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時力を滅ずるような砂泥(クイックサンド)カ…地表下浅

所にしかも禽南地下水厨下記伏在しているζと

(3)(1)および12)の条件⑳&ζる鷲も奏らにその地盤の上紀

砂丘のような塊状をなす携積物や盛土あるいはビルディン

グなどの重量物カ婁不安定な状態で桑づていること

今回の十勝沖地震においてもその被害状況からみて

明らかなように軟弱地盤地域である宥狩低地帯1函館

市街の埋立地および十勝川†流地域に被害が集中した.

しかし災害状況はかならずしも震度とは一致せず

比較的地盤の安定しているところでは震度紀比して被

害カ砂なくすんでいる.たとえば広麗と十勝川涌口

付近を比較すると震度では広尾か強いが被害状況は

はるかに十勝川河口付近かひどく地割れ局部的沈降

噴砂現象恋どの諸現象が顕著にみられた.このことは

広尾市街は扇状地性の段丘礫層の上にありさらに地下

浅所紀基盤か伏在し比較的地盤が安定しているの紀対

し十勝川下流地帯は十勝川の沖積地で泥炭や砂泥か

厚く堆積しかつ貞由地下水面が濃い淀め軟弱地盤とな

っているといった地盤地質の違い林地表の観象にあらわ

れ夜ごとを意瞭している.ま淀同一震度に潟げる局

地的現象についてみると室蘭の場合多くの倒壊家屋

がでているがこれはいずれも埋立地あるいは沖積地で

基盤の濃いをζるではほをんど被害がでていない辛こ

のよう狂特長は貫高海津はおいても顕著にあらわれてい

る日さらに賢南山脈を敬んで胆振1目高側と十勝側

を比較するとその被害状況ほほるかに胆振1賢島側

秘大きい,これは驚源地からの距離の美紀もよるので

あろうが今回の驚源地赫貫高造山帯の西側に位置する

ところから地質構造上なんらかの影響があらわれて

いるのではないかとも考克られる.

次は平野海津閑地ぽおいてあらわれた現象にっき

地盤地質との関連において記述する.

警灘淑は･穴濠泳㍍淀滅涌帝衡淡彩篤割愈簸商婁鰍余を記鰻篶没媛

(濾禰町鐙餓)

働嬢し恕漸減瞬了薮俄の商膳この商店は元浦川の蹄繍蜘こあ義(補城

野提供)

婁倒壊し恕瀦禰町燕伏の南唐(浦河町鍵侠)

餐餓くずれ急峻な擁食駿の下を遜る遭踏ではいたるところで鑑くず

扱秘みられた恵凶灘燦(顧鯨開発建設部提供)�
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(1)平野地域

今回の地震において最も大きな被害を受けている｡

石狩低地帯を中心とし花沖積平野紀ついてみるとその

被害状況は堆積層の層相紀よって養違カ三あり泥炭

粘土砂層が厚く発達し自由地下水繭の濃いところでは

振動によって地盤カ婁流動性をもち支持カを減じて地割

れ｡砂泥噴出の現象派多くみられる(写真§)｡

このよい例として苫小牧1鵡川地区梯あげられる､

雨着の震度はほぼ同じであるが苫小牧地区の坤積層ば

は厚い砂礫層が発達しているため倒壊象屋地割れ

砂泥噴出などの現象が鵡川地区に比較して少ない.

札幌市についてみても市繭頂部の豊平川扇状地地帯と

北東部の泥炭地帯とでは有感度秘異注り家屋内にお

ける物品の倒伏･落下にもかなりの養があった｡長沼

町の水閑地帯における砂泥の噴出現象が局地的ぽ集中し

ているのも地盤の堆積相の差があらわれているものと推

察される(写真10),また浦河町での集合煙架の倒壊

も沖積地の建造物にみられた(写真8)｡

十勝平野については段昆あ馬いは扇状地域ではほと

ん濠地割れな汐の鶏象がみられない績も秘か渚帖ず十

勝川柵Q付近の紳積地紀潟いては地割れ1砂混噴出現

録秘顕著紀みとめられ花｡ただしζのばあい滋地帯

における表層を剥土している部分に顕著であり自然状

態のばあいは何ら影饗を受けていないことは注目はあ

たいする(写真!2).道路被害も平野部においてとくに

多く法面の崩壊の例も各地に見られた(写真14,15).

また震源地から遠く離れた篠津原野においても地盤の

極度に悪い地域では法繭崩壊など赫あった｡その舷

浦河町では墓石の倒壊かみられた(写真7),

(婁)海岸地裁

海岸地域にみられる現象はその多くが海食崖ぽおけ

る山崩れ落石の現象で今のところ地盤沈下隆起な

どの現象は報告されていない｡山くずれの発生につい

てみると

ユ｡基盤の地質

2.表層の状態

3､海食崖斜繭の傾斜

追.地驚発生節の降雨鐙

などがその要国として考えられる｡今回の地震によ

る山くずれ現象をみると第1に降雨量･表層の状態に

よ鳶ものが多くついで海食崖斜面の傾斜かあげられ

基盤の地質状態1磁繊て発生じ花をみ嚇鴻ものは少な

い止

幌疑町紀み陰れ澄も⑫は逐黛熔籔り芯お1)襲花

匡翻繍鯛砕蝪

畷1鰯淡微鰍瀞蝪

睡簸轟聾鍛盤緒纐

⑧鎌鑑総壊

⑳

獺購砂塊象

灘地灘沈災

級地翻狐

菰山く灼t雌く拘籔潜的

繁婁翻耽海道の被害

》々

と地盤との関係�
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広尾海岸(写真13)道南の古部海岸のものは(写真6)

2.3.によっている｡裏た賞高海溝の様似町1浦河

町･幌泉町紀おいて家屋倒潰1地割れなどの被密が多く

発生しているが前2者は王)平野地域の項で述べた

ようにいずれも河川の沖積地にみられるもので基盤

に近いとみられる海岸においては軽微粗被害ぽとどま

っている､幌巣町の場合はいずれも山くずれによる

ものである｡

蜜た埋立地における地割れは平野部の被害と同様

顕著ぽあらわれた.とくに函館の連絡船桟橋などでは

㌢灘菊幻鋼紅花整地

繍減卿(蒲淋醗ア擬･燃)

燈宅街1こ盤に恕飽織㌔

蕪の通行秘芥縫と茂り淀

綴肉級(鱒陶鮒擬鱗)

駿損し怒簸奮煙繁溝滋縦擬卿頚濃篇(瀦瀞鮒擬撚)

猟水剛こ鉄㍑漉翻れと翻鰯簸

穣萎:鮭も繍いでい義

援溜卿餓匿

至婁'鰺糞斌1総地嬢1穣縫鰯綬波蕊鰹

笑潔紙滋麗鮒察綴織地内(猪

滋徽雛､鰹駿離綴撚)

互2+麟川築劇ζみ顯沈犬人鳶叶榔1酌人勧漣翻れ盤鄭秋1糞室(雑広開発鶴嫡騰似)�
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大きな亀裂を生じた.その他苫小牧工業港の掘抜巷

後の護岸工事の進んでい放い個所では地割れが多く

発生した岨また防潮堤の破壊もこんどの被害として

は貿立ったものの一つである(写真17).

イ地下水の移動は慈もの

資驚醐はる閥隙此の減少1はるもの

ハ構築物の側方麓醐はる空間形臓をその埋没

沈降現象が顕著に観察害れた例として苫小牧市清

水小学校の例があげられる.(写真181920)のよう

は

地割れ扱どの現象はみられ住い､

轟､鋤謹に魏われ恕糠壕⑳地質蝿錬

並調の被害地熔共滋じ怨認められ把現象をしては新

潟地麓⑳騎墾嗣糠溶

至吉濁翻鰯飽鑑凌麟

慧｡飽翻杓

薯､瞭捗甥鐙

遂昔獅し繊し

な濠が観察密れた珪

｡)濁翻飾磁鑑灘翻

偶残の地盤愛動の規模は

変動の機構によって異なる｡

よ叙階淫

簿杉て観察篶施也

その地質案件やそ⑳地盤

その現鎌をつぎの3つの

質錫象というより

ありそうである苦

土木工的学海面からの設計紀聞題が

歎い盛土中紀堅凝溶な狐一ム管秘

王遥團遺葛腸線(札幌一藁万部)の路薦欠簸苧歳嚇

御前水付近

携閥孜嬢勤蕨疑惑約婁藪e鰍深さ絢菱｡婁⑪酬ζおぷぶ�
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鴻錐鑑滋刊誠欄災艦簸翻酸激j徽嚇立瀦氷小学雛の遜磁該闘

1餐燭鶴鈎就鱗観繍簑漢濃て糖蜜⑳藷灘爾養嶋絢鱗亀鰍総箏籔てい鳶

欝小繊嚇笠瀦淡小拳鑓

2⑰沈降魏鰍は榊て薮礎磁場沁γりひび妻淋拍よび珊ン歳一μり鰻慧

淡みら妻鳩警小牧浦並満水小学鮫

蟻鰯灘腸繍ごみら虹勧艶鍛耽ア鰯錬介鱗郡豊頃行遊(猪戯織嬢

設部鑓傑)

淡地盤沈刊ごぶ纂稲村糊こ地剃こ紬し上げられ恕地γ氷驚小敬市並

撒水小撃較

鱗鰭繭繍沈下観艦ごぬ鶏翻嚢1蛇松蔓鵜滋下草ζ翻笠と晶一ム管の入

欄て普唱とζ剛こみられ恕ζの艦奮商庄ヒュｰム管憾ほとんど

灘饗蜜勲亥てい削'鰯遺鱗景隷鐙頃付近(帯広開発建設部鐸

鋲)�
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埋没され地震動で金体が動かされた時ヒュｰム管か

的漉受はた側繭の盛土が押し繊凄れ空閥ができた.

ぞ篶てその蜜閥へ上部の盛土が埋没して團遣カミ沈下

したその方向は常にヒュｰム管に平行する.

(婁)飽翻れ(亀裂)

吟固の地麗廼も欄おも顕著な地質現象が地割れで

潜る､隻くは火出灰地上の新しい宅地旧河川跡の

艦地新け憾封磁鳶築堤などに著しくその他国道

著小牧工業港の埠頭な濠にも見られた.

札幌市燭迦では入口⑳増加とともぽ近年宅地造

成のタｰム秘趨蓬顯てい葛｡芯の次雪溶造成地のうち

爽笏吻ル努潔がら噴出した軽宥蒲堆積物がら構成されて

い篭費地を梁恕ん化松花湖す⑳造成地が今回の地麗で

延鍵数衝獺紀潟漢ぶ地番晦湯蛙じた所秘少なくない(写

真脳茸蛎)皇

麦笏軽蕎流堆積物剛纂綴は蟹慮終亀裂淋発生す畿僚

1肋泌り蜜稔氷を食ん焚溌状化杉て侵食崩壊(簿真

瑚を趨ζじ坤渉くズ沸ンな窮地道脚載り応札幌

市の揚含愁犬き狼被害をも花後む花軸慧の地域の侵食

潮嬢は慧詑じで降雨淋原關墨溶算港⑳防並をはか

蕃施め腿は隣爾紘淡る地讃氷壁羅慈縫地匿外腿鋒氷す

る労法ををり讃泥地下熔濠透レ怒裕のは簾水暗渠籍

にぷりで雛氷渉る韮法熔次蟹繍訟杓ぽ溶ら榊ゆ熔ζ

⑬籍地設計施行樽凄悉⑬災蚤溶講添何ら誇慮巻れて

い粧か唄滋申影の淀め鯛渠鱗隠彩繊て雨裂秘発麓篶

その深窓憾地添氷面(地表不釣7～嚢狐)(写真鮒)襲

で麓篶そ⑳雨裂縫そって亀裂秘でき帝すい所へ今度

の地震憾災りて落蓬エ｡餐鰍もの亀裂秘幅数エ㈱紀細

怒欄て生篶恋,ζの亀裂は宅地造成地紀のみ屍られ

ることから人災洪悦ぷ夢､

汐張州馴筒概遺蛇位鱈する長沼町の地割れ績隈られ

花地域紀のみ発生松花凸蔓⑬地域は婿零醐隼3凋遮

獄⑳ポ勝沸地麗⑳醐ζはf1峰被害をうけ溶かっ花｡

ごの地割れの朔飼は膿河道熔平行な北酉一繭東に一

幅数互㈱深さ幻孤未瀦の観製を生岱ると共に砂を旧潮

州堆積物(簿輿撚呈螂享30)淋芯⑳災簑抵亀裂か蔭噴胴

銚轡瀦厳螂箏蝪鳩童臓j暑碗鋒観嬢童臓1雌聡湖繍掬榊鰯滞盟)

郷地鮒汰鮮ゆで畑山災秘潟化してひ喝簸鎌(事峨榊鯖鐙)

蟻地餓'鵬劇は杓て災蜜く災瀬じ淀

宅地道繊量幾(札幌詳嚇塾)

鍬艦製が地ア爾蒙で達してい愁免め崩簸し花排水溝.地質は縫須流

堆積物(札幌嚇溝里)�
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した.十勝川下流の大津築堤の地割れは全長ユ.引伽

におよぶもっとも規模σ)大き放切)である(写真夏2)｡

そうしてこの地割れ拶)方陶は築堤の構築方胸と一致

している.この築堤は泥炭地の上に盛土をしたにす

ぎないものであるためとくに振幅が大きくかつ大き

な横移動を受けたのであろう｡また湿地の表層の草

をはい花周辺ではその潮壌がもっとも著しくその周

辺にはクイックサンド現象が顕著に見られた由また

噴出口の槻模も?独X7,胴(写真3至)と非常に大きく

その噴出物はエ里δ00m12の広さにその噴出口を中心に放

射状に散らばっていた.

その他禺遺のアスファルト道路の亀裂が苫小牧周

辺ぽ多く兇られた(写鄭黛)｡また苫小牧工業港の埠

頭においても海水の干満潮にともなって地下水面高

の影響される繭にそって亀裂が埠頭の延長方向に沿

って形成された｡この亀裂は上屋の厚さ20c帆のつ

ンクリｰト床をはじめ壁面にもおよんでいる(写真33,

3遂)｡

鐵氷酬簑錐鰯慧錐餓災鱗融灘録媛溜醸臓隆

鱗麟繊蝿翻該鶯災蜘批樹鰍売閉蟻繊繊繍鰍慧腿

鋤水稲綴綱養錐獲慈地餓醜黎灘鍛餓鯛ア

銚滅篠㌘鰍も義鋤蓬秒於醸泌篶怒拙畑童至言鰯燃蛇も舷鋤泌も鳴

鐙騨吠灘

滋鰯趨締繍雌慾稔鍛鑑制徽詞嚇鰯村遜

雛癒鯵榊ξ錐し紀燦畿⑳擦鹸獄ぴ鑑製駕小牧工繋港蜂頚埜英二鷺

土鐙�
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(3)噴砂現象

この蹟砂(砂の流動化)現象は蜘五年のミシシッピ

ｰ渓谷の大地震の時ぽミシシッピｰの沖積地はおいて

報告されて以来1923年の関東地震など沖積地ぽ地割

れを作るような地養の時には普通ぽ屍られる観象であ

る.今度の地震では長沼町鵡川町函館市十勝

川河口部など沖積地で自由地下水面の高い地域で

震度4以上の地域に普通に見られた.昭和27年の十勝

沖地震は3月4目で全道的に雪ば覆われていたため

ζのぶ簑溶現象は顕繋で海か棚花⑳恐彪るう曲疑溜町

の噴砂は直径遂O鰯商紅◎搬艦度(簿真3餐事鋤のもの

か多い苗ごの臓砂は氷賊慧(鵬料分⑳弦ゆ砂を噴

出するお&もに冷い地下氷を韓巷水頭の温度は金ら

触沈め冷害を同様溶状態紀潟淋れ蕃心配秘曲で来稔山

ζの瞭砂利の方陶あ地割れの労陶は一致衣蕃詑蜜花

ホ勝川柵口の瞭砂の規模は震動&をも悠然蝿の圭圧

秘爽藩くかかΦ榊泳花め直径掌滋熔愁及濠愁⑳勲拙

来大き溶噴砂口は池のようになっている,その噴砂

口の周辺には砂泥の球状錐が多数散点しておりある

種のノジュｰルの形成機構を示しているようである(写

真37).

このクイックサンド現象を起こす砂は一時的に濃い

懸濁液にかわり流れカミ止ると砂は再び沈殿状態に移

る串このクイックサンドに怒る砂の粒度組成は窮4図

のような特長がある(第4関),このクイックサンド現

象の起こるところでは局部的狂支持カ破壊により不

導沈下を起こし災害を大きくしている皿長沼町のクイ

ックサンドの砂粒剥攻軽宥⑳多い蘭磨巻杓たも⑳で

粒度組成も不安態欄熔入る苗この次蚤溶砂泥は河川

下流域の堆積物熔特撮約溶も⑳であるので慧れめ密愁

大慧液問題を抵嵩で滋るう由

(遷)鱒し搬

機分陶⑳移動は

籔

長沼町で灌灘溝が鰍ずられ花り(響

灘≡鎗麟鰍灘豚滋麓灘懇鑓鍵螂灘蟹燃澄瀦湾鍛瀬暮鰍鯵滅艦翻潔

鎗餓鵬徽j漱丞隷溝蟻鰯淡幾登脅炎鑑沸

総泳鮒{状繊ざ義紗耀獅出畷鍛凝澱概

説永野刺こみられ蕃噴砂凝議媛溜概腿

3?蹟砂現制こ伴りて噴紬し恕溌琉球豊頃町大津�



一29一

真38)擁水溝が測方土圧によ鴛てうずめられ水が道路

にばん澄した例が見られた(写真39)これも地割に

ともなうものである.

その他温泉湧泉

1968年十勝沖地震茄北海道内の温泉に何らかの影響を

与え怒ものと考克温度の昇降湯量の増減成分色

の変化その弛について道内温泉旅館にアンケｰトを試

みた

紗び肇｡ポア分類〕シルト(M.I､丁分類)

一⑰⑰

不安定

､aE{産サ､ベルキ｣

余忘夏トンネル､二旦一ヨｰク

､N4

2.§一⑪･60･20,060,020.0060002

粒径皿(対数目盛)

第4回とく1こ不安定な砂(実線)と安定匁秒(破線)の繊湊繭線

(笈昔㎞駿望による)

宛先道北阿寒湖畔系鳶よび大弩山系蜜除く全域すなわ

ち道薦および太平洋に面し花温慕63ヵ所

その結果63急所中54ヵ所は異状なく㍑所が何らか

の変化があった

瀦盤紀ついては増減いずれもある

潟凄は一般陵上昇しており下降し花ものは1ヵ所(1

仰簑纐)

白濁したとζろ1ヵ所

湧出のとまったところ1ヵ所

な為前述の9勿所は湯の川登別十勝川黒セコ

知内大沼の温泉地に属している

5｡むすび

先悠述べたように1968隼十勝沖地震の場合も被害は

平野部とくに沖積軟弱地盤地帯に多く発生した.北

海遣ではこの軟弱地盤地帯ぽ入口が集中されていなか

ったので家屋倒壊1施設破壊等の被害は地震の規模

に比べて軽少ぽ避け得たというべきであろう.

せまい国土をもつ日本がその産業の発展を較かい地

盤の平野や埋め立て干拓平野は頼らざるを得ない現

識瀧灘機の横ずれ疑溜町2鵬

状および将来を思うとき災害を未然に防止するための

不断の研究を怠っては抵らないと痛感する.

地質調査所北海道支所は不慮の事態に対処するため

経常的ぽ取り上げるべき研究としては次のようなもの

があろう.

沖積属の研究とくに層序と地耐力の研究

地すべり地帯の土木工学的研第

温泉の研究

1.にっいてほ昭和43年から石狩低地帯の篤四系研

究淋すでに経常研究としてとり上げられている,2.

3｡ぽついてはスタッフの問題ポあり増員匁とによっ

て解決されるものであろう｡

今回の地震に際しては日本各地から多数の人海か現

地の調査研究に参加した.その研究結果か期待される

とこるである苗地元北海道紀抽いても北大工学部長

が委員長と扱リ各界の専門家を網羅し螂8年十勝沖

地震調査委員会を結成し総合調査を行なっている.

北海道支所もこの分担の一翼をぽない北大理学部地鉱

教室と共に地質瑛を編成した｡

(繁者は北海道支所地質深長)

搬滋灘溝を填め液土砂のψ畏溜鮒27区�


